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31242 松山市水産市場運営協議会負担金 農林水産部 水産市場課 2

31242 水産物部業務運営事業 農林水産部 水産市場課 3

31242 水産物部市場維持管理事業 農林水産部 水産市場課 4

31242 水産物部市場施設整備事業 農林水産部 水産市場課 5
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

回 達成率

目標

実績

人 達成率

事業名
松山市水産市場運営協議会負担金

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

5:補助金・負担金
31242

令和7年度　松山市事務事業シート　（令和6年度実績分）

部局等名 農林水産部 水産市場課 業務担当 ９５１－２３１１

市長公約
政策 暮らしを支える地域経済を活性化する

施策 事業所立地と雇用創出の推進 － － － －

基本目標 地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】
各種
計画
該当

総合計画
(実施計画)

総合計画
(笑顔プログラム)

総合戦略

目的・背景

・市場関係者と開設者が連携し、水産市場の取引の適正化と流通の円滑化を図る。
・魚離れに歯止めをかけるよう、市場関係者と開設者が連携しながら魚食普及に取り組む。
・昭和５６年度の水産市場の開場以降、場内関係者が連携して市場運営の円滑化を図るため、市場取引、施設整備の取扱い、環境整備等を協
議するとともに、市場活性化を図ることを目的に設置した。

対象・内容

【対　　　象】　松山市水産市場運営協議会
【事業内容】　三津の朝市「旬・鮮・味まつり」を開催する等、魚食普及に取り組むことで、市場活性化を図り、健全な市場運営を実現する。市場
　　　　　　　　活性化、売買環境の2委員会を設置し、市場取引の適正化、環境整備、市場の活性化等について協議し、市場の正常化及び流通
　　　　　　　　の円滑化と安定供給を図る各種取組みを実施できるよう、松山市水産市場運営協議会に負担金を支出する。

卸売市場事業特別会計 卸売市場事業費 市場事業費 水産市場管理費

主な取組 流通機能の充実 根拠
法令

松山市水産市場運営協議会規約
取組みの柱 経営戦略的な視点を持った市場運営

5,170

予算
（千円）

事業費計 8,900 8,900 8,200

国費・県費

事業費／財源 令和5年度 令和6年度 令和7年度

主な
経費

(千円)
【R6
決算】

松山市水産市場運営協議
会負担金

市債

その他

一般財源 8,900 8,900 8,200

決算
（千円）

事業費計 4,822 5,170

主な
取組
内容
【R6】

・水産市場内の事業者で「水産市場運営協
議会」を組織し、場内環境整備や消費拡大
などの活性化事業を実施。

国費・県費

市債

（執行率） 54% 58%

正規職員 2.0 2.2 2.6

その他

一般財源 4,822 5,170

特記
事項

三津の朝市の開催が、市場関係者との協議
で4回から２回の開催となったため。

その他 0.8 1.3 1.5

合計 2.8 3.5 4.1

令和８年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和6年度）目指す方向性

活動
指標

三津の朝市開催協力回数
4 4 4 3

市場関係者との協議で２回開催となったも
の。

種類
指標名

区分 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果
指標

三津の朝市の来場者数
（1回当たりの平均）

4,000 4,000 3,500 3,500

2 2

現状維持 50% 50%

魚食普及につながるよう、イベント内容の
充実を図ったため。

3,450 3,700

現状維持 86% 93%

引き続き魚食普及イベントを通じて市場の
活性化を図るため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 来場者アンケート回答者のうち、９６％の方から「満足」との声をいただいた。

課題 特になし
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

者 達成率

目標

実績

達成率

事業名
水産物部業務運営事業

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

1:直営
31242

令和7年度　松山市事務事業シート　（令和6年度実績分）

部局等名 農林水産部 水産市場課 業務担当 ９５１－２３１１

市長公約
政策 暮らしを支える地域経済を活性化する

施策 事業所立地と雇用創出の推進 － － － －

基本目標 地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】
各種
計画
該当

総合計画
(実施計画)

総合計画
(笑顔プログラム)

総合戦略

目的・背景
・公設水産地方卸売市場の市場取引を適正に実施することにより、卸売機能を十分に発揮し、水産物の流通の円滑化を図る。
・昭和４６年の卸売市場法制定により、松山市区域の水産物の流通の円滑化及び安定供給を実現するため、昭和56年度に松山市中央卸売市
場水産物部を三津ふ頭に開設した。平成２３年３月、松山市公設水産地方卸売市場に転換した。

対象・内容

【対　　　象】　松山市公設水産地方卸売市場及び関係者
【事業内容】　関係法令に基づき、卸売業務の適正で円滑な実施を図る。
　　　　　　　　 ・関係例規の整備
　　　　　　　　 ・市場関係者の業務の許可、指導、監督
　　　　　　　　 ・売買取引の監督等
　　　　　　　　 ・混入化学物質検査の実施及びHP等での結果公表

卸売市場事業特別会計 卸売市場事業費 市場事業費 水産市場管理費

主な取組 流通機能の充実 根拠
法令

卸売市場法、松山市公設水産地方卸売市場業務条例、松山市
公設水産地方卸売市場業務条例施行規則取組みの柱 経営戦略的な視点を持った市場運営

52,000

予算
（千円）

事業費計 82,315 80,244 55,961

国費・県費

事業費／財源 令和5年度 令和6年度 令和7年度

主な
経費

(千円)
【R6
決算】

荷受業務整備事業補助金

混入化学物質等外部委託
検査手数料

1,465
市債

その他 38,151 38,831 25,693

一般財源 44,164 41,413 30,268

決算
（千円）

事業費計 74,041 56,368

主な
取組
内容
【R6】

・「安全・安心」な生鮮食良品等の取引の適
正化と生産及び流通の円滑化にを図るた
め、混入化学物質等外部委託検査を実施し
た。
・卸売業者・仲卸業者の財務分析を実施し
た。

国費・県費

市債

（執行率） 90% 70%

正規職員 2.0 2.1 2.4

その他 41,526 27,895

一般財源 32,515 28,473

特記
事項

その他 2.0 2.5

合計 2.0 4.1 4.9

令和8年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和6年度）目指す方向性

活動
指標

財務状況調査の実施
6 6 6 6

－

種類
指標名

区分 令和5年度 令和6年度 令和7年度

6 7

単年で増 100% 117%

引き続き水産市場の適正かつ健全な運営
を確保するため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 安定的市場流通を確保をしつつ、水産物の消費拡大に向けた取組等を行った。

課題 特になし
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

KWh 達成率

目標

実績

日 達成率

事業名
水産物部市場維持管理事業

事業
性質

1-4:自治事務（義務規定あり）
事業
区分

1:直営
31242

令和7年度　松山市事務事業シート　（令和6年度実績分）

部局等名 農林水産部 水産市場課 管理担当 951-231１

市長公約
政策 暮らしを支える地域経済を活性化する

施策 事業所立地と雇用創出の推進 － － － －

基本目標 地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】
各種
計画
該当

総合計画
(実施計画)

総合計画
(笑顔プログラム)

総合戦略

目的・背景

・公設水産地方卸売市場の維持管理に必要な各種用務を適正に実施することにより、卸売機能を十分に発揮し、水産物の流通の円滑化を図
る。
・昭和４６年の卸売市場法制定により、松山市区域の水産物の流通の円滑化及び安定供給を実現するため、昭和56年度に松山市中央卸売市
場水産物部を三津ふ頭に開設した。平成２３年３月、松山市公設水産地方卸売市場に転換した。

対象・内容
【対　　　象】　松山市公設水産地方卸売市場及び関係者
【事業内容】　松山市公設水産地方卸売市場の維持管理に必要な光熱水費の支払、保安警備、清掃業務、廃棄物処理、各施設・設備の保守点検
　　　　　　　　　管理業務等の委託を行う。

卸売市場事業特別会計 卸売市場事業費 市場事業費 水産市場管理費

主な取組 流通機能の充実 根拠
法令

卸売市場法、松山市公設水産地方卸売市場業務条例、松山市
公設水産地方卸売市場業務条例施行規則取組みの柱 経営戦略的な視点を持った市場運営

32,469

予算
（千円）

事業費計 190,418 200,274 192,945

国費・県費

事業費／財源 令和5年度 令和6年度 令和7年度

主な
経費

(千円)
【R6
決算】

保安警備業務委託

水処理施設等保守点検業
務委託

9,900
市債

その他 99,691 118,854 100,709
清掃業務委託 5,069

一般財源 90,727 81,420 92,236

決算
（千円）

事業費計 139,459 145,753

主な
取組
内容
【R6】

・市場施設や設備の維持管理に必要な保安
業務、清掃業務、廃棄物処理及び各施設・
設備の保守点検業務を実施。

国費・県費

市債

（執行率） 73% 73%

正規職員 1.4 3.2 3.4

その他 51,485 83,505

一般財源 87,974 62,248

特記
事項

その他 0.2

合計 1.4 3.4 3.4

令和８年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和6年度）目指す方向性

成果
指標

電気使用量の抑制
2,800,000 2,800,000 2,800,000 2,800,000

－

種類
指標名

区分 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果
指標

市場開場日数
253 250 250 250

2,428,610 2,460,641

現状維持 115% 114%

－253 250

現状維持 100% 100%

本市の生鮮食料品等の流通拠点として必
要な施設の維持管理を行うため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 施設の維持管理を適正に行った。

課題 物価高騰の影響により、維持管理にかかる経費が増加している。
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

日 達成率

目標

実績

達成率

事業名
水産物部市場施設整備事業

事業
性質

1-4:自治事務（義務規定あり）
事業
区分

4:工事（工事に伴う設計委託含む）

31242

令和7年度　松山市事務事業シート　（令和6年度実績分）

部局等名 農林水産部 水産市場課 管理担当 951-2311

市長公約
政策 暮らしを支える地域経済を活性化する

施策 事業所立地と雇用創出の推進 － － － －

基本目標 地域の魅力・活力があふれるまち【産業・交流】
各種
計画
該当

総合計画
(実施計画)

総合計画
(笑顔プログラム)

総合戦略

目的・背景
・公設水産地方卸売市場の施設・設備等の整備を適正に実施することにより、卸売機能を十分に発揮し、水産物の流通の円滑化を図る。
・昭和４６年の卸売市場法制定により、松山市区域の水産物の流通の円滑化及び安定供給を実現するため、昭和56年度に松山市中央卸売市
場水産物部を三津ふ頭に開設した。平成２３年３月、松山市公設水産地方卸売市場に転換した。

対象・内容

【対　　　象】　松山市公設水産地方卸売市場及び関係者
【事業内容】　・開設者として、円滑な市場業務が行えるよう、施設や設備の改修等を実施。
　　　　　　　　 ・水産市場の設備等の現状把握、設計業務、工事等の実施。
　　　　　　　　 ・突発的な故障等に対する営繕工事等の実施。
　　　　　　　　 ・委託業者、工事業者等への委託料、工事請負費の支出。

卸売市場事業特別会計 卸売市場事業費 市場事業費 水産市場管理費

主な取組 流通機能の充実 根拠
法令

卸売市場法、松山市公設水産地方卸売市場業務条例、松山市
公設水産地方卸売市場業務条例施行規則取組みの柱 経営戦略的な視点を持った市場運営

24,653

予算
（千円）

事業費計 108,752 103,147 72,684

国費・県費

事業費／財源 令和5年度 令和6年度 令和7年度

主な
経費

(千円)
【R6
決算】

卸売場棟屋上防水改修工
事

冷蔵庫棟東側舗装修繕工
事

8,267
市債 58,400 31,000

その他 62,001 38,747 41,684 卸売棟高圧ケーブル更新
工事

4,651
一般財源 46,751 6,000

決算
（千円）

事業費計 55,535 67,845

主な
取組
内容
【R6】

卸売場棟屋上防水改修工事、冷蔵庫棟東側
舗装修繕工事、卸売棟高圧ケーブル更新工
事を実施。

国費・県費

市債 24,600

（執行率） 51% 66%

正規職員 0.6 0.6 0.6

その他 52,253 38,594

一般財源 3,282 4,651

特記
事項

その他

合計 0.6 0.6 0.6

令和８年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和6年度）目指す方向性

成果
指標

市場開場日数
253 250 250 250

－

種類
指標名

区分 令和5年度 令和6年度 令和7年度

253 250

現状維持 100% 100%

本市の生鮮食料品等の流通拠点として必
要な施設の機能維持を図るため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 市場施設等の維持管理を適正に行ったことにより、卸売業務が円滑に実施できた。

課題 施設の老朽化に伴い、事業費が増大している。
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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